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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月14日(2012.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　愛玩動物においてインターフェロン仲介による抗ウイルス活性を増強するための方法で
あって、愛玩動物にインターフェロン仲介による抗ウイルス活性を増強するのに有効な量
のリポ酸を含むペットフード組成物を与えることを含み、その際、有効量が少なくとも２
５ｐｐｍである方法。
【請求項２】
　有効量が少なくとも５０ｐｐｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　有効量が少なくとも１００ｐｐｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　有効量が約１００ｐｐｍ～約６００ｐｐｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　有効量が約１００ｐｐｍ～約２００ｐｐｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　愛玩動物がイヌである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　愛玩動物がネコである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　有効量が愛玩動物において内的抗ウイルス活性を増強するのに有効である、請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
　ペットフード組成物を少なくとも１５日間投与する、請求項１～８のいずれか１項に記
載の方法。



(2) JP 2012-511932 A5 2013.1.10

【請求項１０】
　ペットフード組成物を少なくとも３０日間投与する、請求項１～９のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１１】
　ペットフード組成物を少なくとも４５日間投与する、請求項１～１０のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１２】
　ペットフード組成物を少なくとも１日１回投与する、請求項１～１１のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１３】
　組成物がさらに、イチョウ、柑橘類果肉、ブドウ搾りかす、トマト搾りかす、ニンジン
、ホウレンソウ、ベータ－カロテン、セレン、コエンザイムＱ１０（ユビキノン）、ルテ
イン、トコトリエノール類、ダイズイソフラボン類、Ｓ－アデノシルメチオニン、グルタ
チオン、タウリン、Ｎ－アセチルシステイン、ビタミンＥ、ビタミンＣ、アルファ－リポ
酸およびＬ－カルニチンから選択される抗酸化剤を含む、請求項１～１２のいずれか１項
に記載の方法。
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